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住吉中学校ブロック小中連携校

開校準備委員会ニュース 

福岡市教育委員会 

秋
も
深
ま
り
、
風
に
冷
た
さ
を
感
じ
る
十
月
十
六
日
（
火
）
、
第
８

回
の
開
校
準
備
委
員
会
が
住
吉
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
施
設
部
会
か
ら
、
学
校
施
設
の
開
放
と
、
新
設
校
の
実
施

設
計
、
美
野
島
小
学
校
校
舎
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
十
一
月
よ
り
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
小
中
連
携

校
の
校
章
と
、
住
吉
小
学
校
の
新
し
い
校
歌
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

校
章
・
校
歌
が
決
定 

 

第
８
回
住
吉
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
開
校
準
備
委
員
会 

校
章
・
校
歌
決
定
！ 

施
設
部
会 

報
告 

 

学
校
施
設
の
開
放 

開校準備委員会の開催風景 

九
月
五
日
に
開
催
し
た
施
設
部

会
（
坂
井
部
会
長
）
か
ら
、
新
設

校
の
学
校
施
設
の
開
放
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

新
設
校
で
は
、
現
在
の
住
吉

小
、
中
学
校
の
開
放
状
況
を
踏
ま

え
、
①
運
動
場
、
②
体
育
館
、
③

柔
剣
道
場
、
④
プ
ー
ル
の
施
設
を

開
放
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
施
設
の
開
放
に
つ
い
て
は
、

昼
間
校
庭
開
放
事
業
及
び
体
育
館

開
放
事
業
は
新
設
校
に
お
い
て
も

現
行
ど
お
り
実
施
し
、
別
途
学
校

の
裁
量
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
体

育
館
、
柔
剣
道
場
の
開
放
も
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
校
庭
夜
間
開
放
事
業

は
、
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使

用
す
る
現
住
吉
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

現
行
ど
お
り
実
施
し
、
新
設
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
小
学
生
の
放
課
後

の
遊
び
や
活
動
の
場
と
し
て
確
保

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

プ
ー
ル
の
開
放
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
も
と
に

部
会
で
検
討
し
ま
し
た
。 

①
現
状
ど
お
り
（
夏
休
み
中
、
校 

 

区
内
の
児
童
に
対
し
て
開
放
） 

②
夏
休
み
中
を
含
む
、
六
月
～
九 

 

月
の
期
間
の
一
般
開
放 

 
 
 

③
年
間
を
通
し
て
の
一
般
開
放 

 
検
討
の
結
果
、
一
般
開
放
に
伴

う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
不
安

や
、
プ
ー
ル
の
水
質
維
持
な
ど
衛

生
面
で
の
不
安
、
一
般
開
放
に

よ
っ
て
生
じ
る
経
費
の
利
用
者
負

担
面
な
ど
の
理
由
か
ら
、
プ
ー
ル

の
開
放
に
つ
い
て
は
①
の
現
状
ど

お
り
と
し
、
一
般
開
放
は
行
わ
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
新
設
校
の

実
施
設
計
の
中
間
報
告
、
美
野
島

小
学
校
校
舎
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

は
ど
れ
が
い
い
か
、
な
ど
の
視

点
か
ら
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
結
果
、
①
の
前
回
提
示
の

字
体
の
デ
ザ
イ
ン
が
最
終
的
に

選
ば
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
新
し
い
校
章
は
小
学

校
・
中
学
校
共
通
の
も
の
と
な

り
ま
す
。 

 

校
歌
に
つ
い
て 

 

今
回
の
委
員
会
で
は
、
新
し

い
住
吉
小
学
校
の
校
歌
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

住
吉
小
学
校
が
素
晴
ら
し
い

学
校
と
し
て
今
後
発
展
し
、
こ

の
校
歌
が
未
来
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
裏
面
に
歌
詞
を
記
載
） 

 
 

 
 

今
回
決
定
し
た
校
章
・
校
歌

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
日

に
住
吉
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

開
校
式
典
で
披
露
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
児
童
は
新
し
い
校

歌
の
お
披
露
目
に
向
け
て
、
校

歌
の
練
習
に
入
り
ま
す
。 

校
章
に
つ
い
て 

 

前
回
の
開
校
準
備
委
員
会
で

は
、
基
本
と
な
る
校
章
デ
ザ
イ

ン
は
「
リ
ン
グ
」
と
決
定
し
ま

し
た
が
、
「
リ
ン
グ
」
内
の

「
住
」
の
字
体
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
、
今
回
の
委
員
会
で

は
そ
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
左

記
の
三
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

①
前
回
提
示
の
字
体 

 

②
篆 て

ん

書
体 

 

③
楷 か

い

書
体 

 
 
 
 
 
 

（
裏
面
に
三
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案

を
記
載
） 

各
委
員
か
ら
は
、
ど
の
デ
ザ

イ
ン
案
が
新
し
い
校
歌
の
曲
調

と
合
う
か
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

 

解
体
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
隣
の
皆
様
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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【問合せ先】 

 開校準備委員会事務局 

 （教育委員会学校計画課）宮下、中村 

   TEL:711-4618 FAX:733-5539 

①前回提示の字体 

最終的に決定した校章デザイン 

※決定した校章・校歌は、１１月２０日（火）に住吉小学校で開催される

「開校式典」で披露されます。 

３つの字体のデザイン案 

②篆（てん）書体 

 ※校章の色については、今後 

  使用する場面に応じた色を、   

  学校にて判断していきます。 

  上図は青色を使った場合の 

  展開例です。 

③楷（かい）書体 

住吉小学校校歌 

住吉と美野島がひとつの輪＝和 

となることを意味する「リング」 

住吉・美野島のシンボルとして

地域に根付く「さくら」 

英語表記された 

「住吉小学校・中学校」 

 

「
希
望
に
向
か
っ
て
」 

 
        

 
 

 
  

作
詞   

窪 

淳
朗
氏
（
住
吉
小
学
校
長
） 

 
        

作
曲  

二
宮 

毅
氏
（
福
岡
教
育
大
学
教
授
） 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

朝
日
輝
く 

那
珂
川
の 

 
 

窓
辺
に
清
く 

見
る
と
こ
ろ 

 
 

賢
く
知
恵
を 

磨
き
つ
つ 

 
 

す
す
ん
で
学
ぶ 

真
理
の
道
を 

 
 

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
の 

住
吉
小
学
校 

 

二 

い
わ
れ
も
ゆ
か
し 

那
の
津
江
に 

 
 

浮
か
ぶ 

蓑
島 

夢
の
ご
と 

 
 

み
ん
な
仲
良
く 

よ
く
鍛
え 

 
 

明
る
く
元
気
に 

平
和
の
道
を 

 
 

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
の 

住
吉
小
学
校 

 

三 

筑
紫
の
山
を 

仰
ぎ
見
て 

 
 

博
多
の
歴
史 

つ
ぐ
わ
れ
ら 

 
 

し
っ
か
り
働
き 

世
を
創
る 

 
 

友
と
手
を
取
り 

未
来
の
道
を 

 
 

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
の 

住
吉
小
学
校 

  
 

生
い
立
つ
健
児 

六
百
の 

 
 

希
望
に
向
か
っ
て 

伸
び
て
ゆ
く 

 
 

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
の 

住
吉
小
学
校 

 
 

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
の 

住
吉
小
学
校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※校章の色については、今後使用   

 する場面に応じた色の展開を学   

 校にて判断していきます。 

 なお、上記は色の参考例とし  

 て、青色を使った場合の展開例 

 となります。  


